
事業計画書

2023年度

自 2023年4月 1日

至 2024年3月31日

1. 法人本部

2. 原町田スクエア

パン部門 小麦の家

弁当·喫茶部門 トマトハウス

印刷・陶芸部門 明和荘タイムス

軽作業部門 つみきの庭

3. 就労定着支援事業

4. 町田相談支援センタ ー ・ ビギン

5. 町田市・町田地域障がい者支援センタ ー

6. グルー プホ ームあいむ

7. 訪問看護・野の花ステ ー ション



2 0 2 3年度法人事業計画

2 0 2 3年4月は、 コ メットの始まりである
“
たまり場

”
が開始されて4 0

年になります。

|2023 年度法人目標
ー、「原点」に立ち戻り、 安心して居られる場所になる！

※今一度、「原点」に立ち戻り、障がいを持った方の目線を大切に事業に取り組む。

、「不易流行の精神」をもって業務に取り組む
※「不易流行」とは、 いつまでも変化しない本質的なものを忘れない中にも、

新しく変化を重ねているものをも取り入れていくこと。 また、 新味を求め

て変化を重ねていく流行性こそが不易の本質であること。

匹狂噂塑墾塑け
、 気持ち良い挨拶を心掛けること

※「挨拶」は親愛や尊敬などの気持ちを示すためのものであり、 人と接する場にお

ける基本的な礼儀 ・ マナ ーである。 相手と良い関係を築いていくためのきっかけ

としても「挨拶」の大切さを認識し、 気持ち良い挨拶を実践する。

、 呼称を「00 さん」付けに統一すること
※「差別解消」や「ハラスメント」などの視点から、 職場環境の中で対利用

者 ・ 職員はもちろんのこと対本人以外の呼称場面においてもすべての方に

対し「さん」付けを徹底する。

2023 年度 法人事業計画］

I. コ メット全職員、 利用者に対し定期的に理念の周知を行う場を作ります。

1. 各事業 ・ 部門に年1回以上、 理事長が直接理念の再確認と実践の振り返りなどを話し合える

場を創り、 柔軟性や多様性を大切にできる職場環境を目指します。

その為に、 4月の初めに、 新年度理事長挨拶の場で理事長から理念を基本とした、 具体的

な要望を提示します。

2. 1. の中で理念に基づき、 職員・利用者ともに「働く」という意味を再認識し、 生活の豊か

さへ繋がるよう、 また、 社会的責任 ・ 地域社会の役割を意識して日々の仕事に従事できるよ

う意識付けをしていきます。

各事業 ・ 部門の職員会議に年 1 回以上、 理事長が参加し職員との意見交換を実施します。
























